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公益財団法人ロートこどもみらい財団 

事業報告書 

報告対象期間：202４年４月１日～２０２４年9月３０日） 

 

本財団は、次世代を担う子どもたち一人ひとりの個性を尊重した未来社会を実現すべく、自

分らしく探究しようとする心の“眼の芽”を育てることを目的に設立いたしました。本財団で

は、現在の教育制度の下では十分に力を発揮しづらい子どもたちなどに対して、コミュニティ

づくり、アイデア実現に向けた助成金とメンタリングの支援による実践的な学び、多様な領域

の専門家や技術に触れ自身のスキルやアイデアを磨くプログラムの提供などを行うことを目

指して活動を行ってきました。こどもたちが自らの個性を見つめ、発見・探究し続けられる“居
場所”を提供することによって、不透明な未来社会を生きる子どもたちが自分の進むべき道を

見据え、本来の力を信じ挑戦しつづけられるWell-being の実現を目指していきます。 

 

１．こどもたちへのアクセス 

【メロー登録状況】 

メロー（在籍生）は 9 月末時点で９４１名。学年の内訳は小学生が約 75％、中学生が約 1

４％と小中学生が 9 割を占めています。更にプロフィールを深く分析すると、既存の学校教育

の枠では能力を発揮しにくいこどもたちに数多く登録いただいています。また、こどもの登録

をきっかけに保護者からの相談も来るため、個別の対応を行っています。 

 

２．アセスメント（個別面談）の実施 

よりきめ細やかなフォロー・アクション・プログラム策定を行うためには、登録してくれている

メローの個別特性や全体傾向、ニーズの把握が重要と考え、メロー登録時に自分自身の特性を

見るアセスメント診断（任意）を行い、結果の解説を希望するメローに対して1on1で対話を行

っております（9月末時点で、のべ１53名）。プログラムやファンディングに参加しづらいメロー

の声を直接聞くことで、彼らの現状把握とサポート、及びプログラム開発に役立てています。 

 

３．ファンディング関連 

自分らしさを発見・探究し、未来社会を創る子どもたちのアイデアの実現に向けた研究や調

査を応援するため、助成金やメンタリング等の支援を行う取り組みを行っています。 

 第３期として支援を開始した１１件（1２名のメロー）について、6 月中旬に書面・面談にて中間

報告を実施しました。１2 月の最終報告会に向けて探求を進めています。 
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■支援決定アイデア・探求の概要 ※（  ）は応募時の年齢 

 

４．プログラム事業関連 

【プログラムの実施】 

多様な領域の専門家の人とともに、広い世界の中にある学問や技術などに触れ、自分のアイ

デアやスキルを磨きながら学べる場の提供を目的に、１６本のプログラムを実施しました。プロ

グラム開発はメローとのアセスメントからの情報を活用し、ニーズの多かった分野について検

討・実施しました。 
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【ギャザリングの実施】 

メローたちの交流機会の場として、７回（※悪天候により中止した２件を除く）実施しました。

新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症へ移行したことに伴い、前期に比べ対面でのイベント

の開催を強化しました。また、より丁寧な支援を行うために、年齢ごとのプログラムを新設し、

メローの興味関心や悩みに寄り添える構成へ変更しました。 

 

５．アライアンス関係 

こどもたちへのアクセス、支援拡大のため行政、医療、教育機関とのアライアンスを前期に引

き続き模索しました。 
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６．法人運営に関する業務 

● 2024 年  4 月  1 日 公益財団法人へ移行 

● 2024 年  6 月中旬   第 2 期ファンディング中間報告（書面・面談） 

● 2024 年  7 月 10 日 ファンディング第 3 期募集開始リリース  

● 2024 年  9 月 11 日 定時理事会 

 


